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令和４年度　障がい者支援課　主要事業の進捗状況について

1

重点事業

三期三鷹市障がい者（児）計画策定に向けた取組

【概要】
　令和３年３月に策定した「第二期三鷹市障がい者（児）計画」の令和５年度改定に向け、障がい者等の実態やニーズなどの
調査を実施します。

【令和４年度の取り組み】
　「障がい者」・「障がい児」・「入院中精神障がい者」・「施設入所者」・「医療的ケア児・者」・「高齢障がい者」に対
し調査を実施しました。

【実績】
　別紙のとおり

調布基地跡地福祉施設の整備等に向けた取組

【概要】
　調布基地跡地に三鷹市、府中市、調布市の三市共同で設置することとしている障がい児（者）福祉施設について、令和７年
度の開設に向けて、事業者の公募及び選定を進めます。
 「民設・民営」方式によるサービスの実施に向けて、引き続き三鷹市が中心となって三市で協議を重ねながら取組を進めま
す。

・実施事業

【令和４年度の取り組み】
　基本プラン（改定版）を基に、調布基地跡地福祉施設整備に係る事業者選定委員会において、事業者の選定に係る公募要項
の作成について審議しました。応募のあった事業者について、事業者選定委員会において審議し、東京都へ意見書を送付しま
す。

【実績】
・令和４年６月　基本プラン（改定版）の作成
・令和４年７月　第１回調布基地跡地福祉施設整備に係る事業者選定委員会
・令和４年８月　住民説明会の開催（書面）
・令和４年８月～第２回調布基地跡地福祉施設整備に係る事業者選定委員会（書面）
・令和４年10月　東京都が公募開始（東京都）
・令和４年10月　事業者説明会を実施
・令和５年１月　第３回調布基地跡地福祉施設整備に係る事業者選定委員会

資料３

1 ページ



No 推進事業

1

2

3

補聴器購入費助成事業の実施

【概要】
　認知症の発症予防や中等度難聴者の生活を支え地域や社会との関わりの中でいきいきと活動できるよう、聴力に課題のある
市民を対象に、令和４年10月から補聴器の購入に要する費用を一部負担します。

【令和４年度の取り組み】
　令和４年10月から制度が始まり、広報紙を中心に周知を行いました。障がい者支援課としては、障がい者手帳の対象になら
ない18歳以上65歳未満の難聴の方に、補聴器購入費用の助成（上限40,000円）を行いました。（所得要件あり）

【実績】
　令和４年12月末現在の申請者数：７人（決定者数：３人）

障がい福祉サービス事業所への支援の継続[コロナ対応]

【概要】
　障がい福祉サービス利用者が感染者又は濃厚接触者となり、自宅で療養等する場合（以下「自宅療養者等」という。）にお
いても、サービスが継続して受けられるよう、令和４年６月までサービス提供事業所に対して必要な支援を行います。

【令和４年度の取り組み】
　令和４年６月までの予定であったが、東京都の補助事業が延長となったため、その期間と合わせ令和５年３月末まで延長し
た。
 (1)  感染症対応手当補助金
      自宅療養者等と同一空間内で直接訪問サービスを提供する従事者に新型コロナウイルス感染症対応手当を
　　支給する事業所に対し、手当相当額を補助します。
 (2)  感染症予防研修費補助金
　　  新型コロナウイルス感染症の感染者又は濃厚接触者に介護及び障がい福祉サービス等を継続して提供する
　　ために必要な感染症予防研修を実施する事業所に対し、当該研修の実施に必要な経費を補助します。

【実績】
・感染症対応手当補助金：２件

地域生活支援拠点における機能の拡充

【概要】
　令和３年度に引き続き、基幹相談支援センター、市内の相談支援事業所や一時保護施設など地域の複数の機関が相互に連携
して機能を担う地域生活支援拠点の各機能を拡充し、障がい者等の重度化・高齢化や「親亡き後」に備えた支援を推進しま
す。

【令和４年度の取り組み】
　三鷹市障がい者地域自立支援協議会による提言を踏まえ、相談機能の充実に向けた取り組みを優先的に進めたほか、体験の
機会・場の整備に向けた検討を行いました。
(1) 相談機能の充実について
　  親亡き後、高齢化、障がいの重度化等により本人らしい生活が維持できなくなった状態を「緊急時」と
　定義し、主に障がい福祉サービスの未利用者を中心に、本人らしい生活の実現に向けて「緊急時支援計画
  ～わたしのあんしんプラン～」による支援を実施しました。
(2) 体験の機会・場の整備について
　  緊急時に備えた宿泊体験等の場として、心身障がい者（児）一時保護施設「ピアえきまえ」における体
　験的利用に加え、ワンルームタイプの居室における体験等の場の設置に向けた検討を進めました。
(3) 地域の体制づくりへの支援について
　　障がい者（児）地域生活支援拠点連絡会を設置し、本事業の仕組みの検討や「緊急時支援計画」による
　支援対象者や支援内容の検討等を行いました。

【実績】
(1) 「緊急時支援計画～わたしのあんしんプラン～」による支援を開始（令和４年度：５名への支援を開始）
(2)  地域生活支援拠点連絡会　６回開催（開催予定１回を含む）
(3)  地域生活支援拠点の取り組みをとおして抽出された地域課題について
　 ＜地域課題＞
　 ・障がい児を育てる子育て支援の仕組み。家庭の機能を回復させるしくみ。
　 ・学校、地域、家庭、関係機関がスムーズに連携できるしくみ。
　 ・8050問題。本人の年齢や必要な医療等の課題により、障害福祉サービスの利用の機会・場が限られてること。
　 ※障害者総合支援法に基づく「地域体制強化共同支援加算」の記録書より抜粋
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【概要】
　三鷹商店会連合会と三鷹商工会が実施する年末年始の市内一斉セール期間中に福祉団体等と連携して障がい者が制作した
アール・ブリュット（※）作品を三鷹市美術ギャラリーや商店街に展示し、障がい者の芸術文化振興及び共生社会の実現に向
けた取組を推進します。
　※ 既存の美術や文化潮流とは無縁の文脈によって制作された芸術作品。

【令和４年度の取り組み】
　アール・ブリュットみたか2023の開催に向けて、三鷹商店会連合会及び三鷹商工会、市内福祉団体のメンバーを中心とした
アール・ブリュットみたか運営協議会及び実行委員会等にて検討を重ね、令和５年１月５日（木）～令和５年１月15日（日）
に、三鷹市美術ギャラリーと星と風のカフェを会場として、「アール・ブリュットみたか2023～ まち × ひと × アート
～」を開催しました。
　開催期間中は、周辺エリア一帯のにぎわいの創出も目指し、市内商店街で開催しているデジタルスタンプラリー「ミィね！
mitaka」とコラボしました。

　■アールブリュットみたか運営協議会（２回開催）
　　メンバー：三鷹市商店会連合会・三鷹商工会・ぴゅあネット事業運営委員会・三鷹商工会青年部・株式会社
　　　　　　　まちづくり三鷹・三鷹市（スポーツと文化部・生活環境部・健康福祉部）

　■アールブリュットみたか実行委員会（７回開催）
　　メンバー：三鷹商工会青年部・ぴゅあネット事業運営委員会等

【実績】
・作品応募
　応募期間：令和４年10月24日（月）～令和４年12月12日（月）
　応募数　：40点

・作品展示
　展示期間  　　：令和５年１月５日（木）～令和５年１月15日（日）
　会場及び展示数：三鷹市美術ギャラリー　25点 、星と風のカフェ　15点

・来場者数
　三鷹市美術ギャラリー　1,000人(9日間）
　星と風のカフェ　　　　　 89人(7日間）

三鷹市商店会連合会等と連携したアール・ブリュット作品の展示

【概要】
　重症心身障がい児（者）及び医療的ケアの必要な障がい児を在宅で介護する家族等の負担軽減を行っている既存のレスパイ
トサービス事業について、東京都の制度拡充を踏まえ、支援の対象範囲を拡充して実施します。

【令和４年度の取り組み】
　年度初めに利用登録者向けに、事業名の変更と利用目的の拡充について通知を行い、制度の周知に努めるとともに、新たな
対象者向けにも制度の案内を行いました。

【実績】
　令和４年10月末現在の実利用人数：３人（利用登録人数：15人）

重症心身障がい児（者）等家族支援事業の実施

推進事業
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